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ｊ． 部屋の地震前の様子を想定した CG を作成し、そなえ館に設
置する地震動シュミレーターに利用する。
　ｆ．は、資料収集時を、地震発生後から、家具や家電がそのま
まであったと仮定することとした。部屋の再現については、収集
した家財や家電製品で再現できる範囲で設定を行うこととした。
　資料を収集した状況に復することで、地震発生の状況の再現
とする事とした。
散乱した家財をスケッチで記録
小分けした資料は 64 箱となった
洗浄前の資料　フンがこびりつき、カビが発生している
再現する範囲は、赤枠の中として再現を試みた
震災資料の活用事例　震災資料展示についての取り組み　81
　ｇ．は、食品等で腐敗した物、またその恐れのある物について
は、デジタルカメラで撮影したのち、名称等を記載して記録に
残し廃棄した。洗浄作業は、資料自体を傷めないようにファイ
ンクロス等で乾拭きすることとしてフンなど汚れを落とすこと
にした。汚れのひどいものについては、展示後のカビの発生を
抑えたいために水での洗浄は極力避けて、エタノールによる拭
き取り作業を行った。どうしてもこびりついて落ちない汚れや、
ガラス瓶の中に付着したものを取り除く際には水道水を利用し、
十分に天日干しを行った。また乾燥させた後にエタノールを噴
霧した。ものによっては、エタノールによって脱色してしまう
ものもあり、注意が必要であった。
　洗浄作業においては、小千谷市在住の主婦たちにお願いし作
業に協力をいただいた。台所関係の資料が多かったために、こ
の作業は任せて効率は非常に良かったと考えている。
　ｈ．収集時に撮影した写真や図面を参考として、できる限り収
集時に復するように努力した。このことで真実性、真正性を維
持するようにした。
　ｉ．一度設置した資料は動かないように接着した方が良いので
はとの意見が当初あったが、施設としての展示替えなど現時点
でまだ確定していない事項があるために今回は接着することを
しなかった。
　ｊ．何を伝えるのかが重要な課題であるために、地震に備えが
ないと、この展示のように危険であると感じてもらえるように
説明の準備も始めた。
　ｋ．ブースは耐水、対雪も意識してピロティー外でも独立して
耐えうる物とした。設置場所である当初ピロティー部分には仮
設住宅を展示する予定であったが、東日本大震災による供給不
足にて、仮設住宅の展示は延期となった。代替え案としてもこ
の展示が採用されることとなった。仮設住宅の展示がおこなわ
れた際には、独立して展示できるように片流れ式の屋根として、
冬期間の降雪にも耐えられるよう設計した。その点自重が重く
なり移動が難しいものとなった。
　ｌ．阪神・淡路大震災では、集合住宅の再建も大きな問題とし
て取りあげられたが、中越地震でも多くはないが、一時例とし
てこの問題を取りあげることとした。これは展示パネルでの説
明とすることにした。
反省点
　実際のマンションで使われていた壁紙や、床材はすでに廃盤
となっており手に入れることはできなかったので、模様の雰囲
気が似たものを再現では使用した。
　また部屋を区切って再現したために、あるはずのない壁にま
で壁紙を貼ってしまった。これは、マンションにもここに壁が
あったかと誤解を生む可能性が高く失敗であった。
　捨ててしまったものを記録に残すことは行ったが、それらを
復原することは今回実施していない。重層的に床に散乱してい
た資料の中には、それらを捨てることで被災現場の復原とは言
えないので、再現という言葉を用いている。この点についての
説明等が必要である。
　今回の展示においては、短期間での工事完了が常に目標とな
ってしまい、十分に検討を行う余裕がもてなかったことは反省
しなければいけない。また組織としての方針があいまいなまま
に取り組んだために、不完全であると認識している。
　できる限りの最善策で臨んだつもりであるが、改善策や、既
存の展示などで参考となるものがあれば、ぜひともご教示をお
願いしたい。
展示用に作成された震災前を想定したＣＧ
室内を再現した様子
外壁は防水塗装を施し、片流れの屋根とした
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